
稼動時適格性確認（ＯＱ）シート

設置された環境下で、装置が所期の性能を有していることを検証し、
記録を作成するシートです。



【本紙を稼働性能適格性確認の様式として活用頂けます。】

【１．製品諸元】

□

□

□

□

□

□

【２．性能確認に使用した分銅】

校正証明書番号等分銅管理番号 公称値 精度等級 校正日

　

備考

　

　

　

その他

付属品

名　称 数量 機番

　

使用環境

温度

湿度

電源

器番（機番） カタログ

性能
ひょう量 取扱説明書

目量 納入仕様書

電気抵抗線式はかり

製造者 株式会社　クボタ

機種名 参照ドキュメント

検査確認

確認日

管理者

会社名

名　前
署名又は捺印

会社名

名　前
署名又は捺印

検査成績書

完成品検査成績書

稼働性能適格性確認（ＯＱ）シート
管理番号

検　　査

検査日

検査者

1



【３．性能確認】

　【３．１　繰り返し性試験】

□ □

　【３．２　偏置荷重試験】

□ □

　【３．３　直線性試験】

□ □

以上

荷重値

合否判定基準

合  否  判  定

測定開始零点
（０であることを確認）

表示値

合格 不合格

偏差

合否判定基準

合　否　判　定 合格 不合格

位置０との差測定開始零点
（０であることを確認）

1

2

3

4

負荷荷重

位置

0

表示値

合否判定基準

合否判定 合格 不合格

平均値

最大値

最小値

標準偏差

負荷荷重

回数 測定開始零点
（０であることを確認）

表示値

稼働性能適格性確認稼働性能適格性確認稼働性能適格性確認稼働性能適格性確認（ＯＱ）（ＯＱ）（ＯＱ）（ＯＱ）シートシートシートシート

0

1 2

34

2



ご参考資料として、稼働性能適格性確認の性能確認項目について、参考の確認手順を示します。

１１１１．．．．前準備前準備前準備前準備

１．１．確認に使用する分銅について

① 直線性試験に使用する分銅は、ＯＩＭＬ　Ｍ１クラスの分銅若しくは法定計量で定められる二級基準分銅

以上の精度等級の分銅を使用する。

② 直線性試験に使用する分銅は、国家標準へトレーサブルなものを用いる。

（例；ＯＩＭＬ　精度等級であれば、ＪＣＳＳ校正されたもの、法定計量の基準分銅であれば基準器検査をうけたもの。）

１．２．はかりの設置及びウォームアップ

① はかりが水平に設置されていることを確認下さい。水平でない場合、水平調整を行う。

② 検査環境にならすため、２時間ほど検査環境においた後に検査を行う。

③ 使用する分銅も同様に検査環境にならす。

④ 電源を投入し、はかりに何も載っていない状態で表示がゼロであることを確認する。

２２２２．．．．性能確認性能確認性能確認性能確認

２．１．繰り返し性試験

繰り返し性は、一定の試験条件下で、同じ荷重を、同じ方法ではかりに載せた場合に、一致した計量結果

をもたらす能力であり、その試験方法は下記による。

① 負荷する荷重はひょう量以下とする。（例；ひょう量の１／４、ひょう量の１／２等）

② 繰り返し試験開始前にはかりに何も載っていない状態で零点設定し、値を記録する。

③ 負荷する荷重をはかり中央に載せ、表示値を記録し、荷重を除去する。

④ 次の荷重を載せる前に、零点を確認し、表示がゼロでなければ、零点設定し、負荷する荷重をはかり

中央に載せ、表示値を記録する。この手順を決められた回数繰り返す。

（繰り返し回数は、統計値の算出や不確かさを算出するような場合、６回以上を推奨致します。）

⑤ 得られた結果が合否判定基準（例えば、標準偏差、最大値と最小値の差等）に合致しているかどうか

確認し、合否判定する。

２．２．偏置荷重試験

偏置荷重試験は、荷重位置がはかり中心から外れた場合に発生する計量値結果の誤差を求める試験で、

その手順は下記による。

① はかりに荷重を負荷する位置は図１の位置０から位置４の通り。

② 各位置に負荷する荷重はひょう量の１／４若しくは、ひょう量の１／３程度とする。

（負荷する荷重が大きいほど厳しい試験となる。）

③ 試験開始前にはかりに何も載っていない状態で零点設定し、値を記録する。

④ 負荷する荷重を位置０に載せ、表示値を記録し、荷重を除去する。

⑤ 次の荷重を位置１に載せる前に、零点を確認し、表示がゼロでなければ、零点

設定し、負荷する荷重を位置１に載せ、表示値を記録する。この手順を順次、

位置２から位置４まで行う。 　　図１　荷重位置

⑥ 得られた結果が合否判定基準（例えば、各位置と位置０との差が基準内である

こと、どの位置に置いても決められた基準値内であること　等）に合致しているか

どうか確認し、合否判定する。

【【【【ごごごご参考参考参考参考】】】】稼働性能適格性確認試験手順稼働性能適格性確認試験手順稼働性能適格性確認試験手順稼働性能適格性確認試験手順
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２．３．直線性試験

直線性試験は標準となる分銅と計量結果との偏差を求める試験で、その手順は下記による。

① 測定点はひょう量を含む２点以上から採用することは可能であるが、各測定点間の間隔は、なるべく

等分になるようにする。

試験は測定点の小さなものから順次、ひょう量まで荷重が増える方向で実施する。

＜例＞

測定点４点の場合 ひょう量の約１／４、約１／２、約３／４、及び、ひょう量

② 直性性試験の測定点にあった分銅を用意する。

③ 試験開始前にはかりに何も載っていない状態で零点設定し、値を記録する。

④ 一番小さな測定点の分銅をはかりの中央に置き、表示値を記録する。

⑤ 次の荷重を載せる前に、零点を確認し、表示がゼロでなければ、零点設定し、負荷する荷重をはかり

中央に載せ、表示値を記録する。この手順を順次、ひょう量まで行う。

⑥ 得られた結果が合否判定基準（例えば、偏差がある基準内であること　等）に合致しているかどうか

確認し、合否判定する。

以上

【【【【ごごごご参考参考参考参考】】】】稼働性能適格性確認試験手順稼働性能適格性確認試験手順稼働性能適格性確認試験手順稼働性能適格性確認試験手順
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